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9-8 核融合炉の社会受容性向上に向けて
－放射性廃棄物の減容化方針－

核融合炉から発生する放射性廃棄物は、低レベルで
あっても世代を超えて長期間の管理を必要とするものが
あることから、社会受容性と関連の深い課題となってい
ます。特に炉内機器であるブランケットセグメント（BS）
及びダイバータカセット（DC）（図9-21）は、高エネ
ルギーの中性子にさらされることから数年おきの交換が
必要になります。これら放射化した交換機器は核融合炉
で発生する低レベル放射性廃棄物の大半を占めるととも
に、運転開始後の早期から廃棄物の管理に取り組まねば
なりません。したがって、定期保守時に発生する廃棄物
の安全な管理方策と減容化対策は社会受容性向上のため
に重要です。
図9-22に核融合出力が1.35 GW（参考ケース）で

の定期保守時に発生する放射性廃棄物の管理シナリオを
示します。プラント稼働率を高くするには炉停止後速や
かに炉内機器の交換作業を開始すべきですが、機器交換
のためには冷却配管を切断する必要があります。早期の
交換作業は残留熱による炉内機器の大きな温度上昇を招
き、最終的に機器の熱変形や吸蔵トリチウム放出・拡散
に至るおそれがあります。すなわち、保守時の安全と
稼働率とはトレードオフ関係にあります。このことか

ら、炉内機器の残留熱に基づく熱解析の結果、炉停止後
1～ 2週間は真空容器を高温に保ち、炉内機器から吸着
トリチウムの脱ガス処理を行い、その後室温程度まで降
温して炉停止１ヶ月後に保守を開始すれば、比較的容易
な強制ガス冷却で保守期間中の残留熱の除去が可能であ
ることが分かりました。このように、核融合炉で発生す
る放射性廃棄物の核特性に基づき、放射化機器の解体・
処分までの時系列を追い、これまでにない廃棄物管理シ
ナリオを構築しました（図9-22）。
図9-23に運転期間を20年と仮定して評価した総廃

棄物量に対して、核融合出力変化時でのリサイクルに伴
う減容化効果を示します。減容化を目指して中性子損傷
が小さい構造体（バックプレート及びカセットボディ：
図9-21）の再利用とブランケットモジュール内に充て
んする希少金属であるベリリウム等のリサイクルを検討
した結果、出力に依存せずに総廃棄物量を20%まで低
減できることを明らかにしました。この結果は、商業炉
を見据えた核融合炉開発において重要であり、廃棄物の
減容化に向けて再利用／リサイクル工程の具体化を進め
ていきます。

図 9-21　核融合原型炉の炉構造概念及び機器名称
交換時間を短縮するために、セグメントごとに引き抜きます。

図 9-22　核融合原型炉における定期保守時に発生する放射性廃
棄物の管理シナリオ
原型炉での核特性に基づき、各保守工程に適した線量率や残留熱
量に減衰するまでの保管期間などの時系列を追った管理シナリオ
を構築しました。ブランケットセグメント（BS）とダイバータカセッ
ト（DC）では主要な生成核種が違うことから減衰時間が異なり、機
器ごとに管理シナリオを構築することにより、管理エリアを最適化で
きます。
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図 9-23　定期保守時に発生する放射性廃棄物の機器のリサイクルに基づく減容効果
炉内機器であるブランケットセグメント（BS）とダイバータカセット（DC）の許容される中性子
損傷から交換周期を評価し、出力変化時での廃棄物総量の変化割合とリサイクルした際の
減容化効果を分析しました。
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